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ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
・
文
化
の
拠
点
施
設
�

�ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
芸
術
・
文
化
文
化
の
拠
点
施
設

拠
点
施
設
�

�ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
・
文
化
の
拠
点
施
設
�

�
　
文
化
体
育
館
は
、
二
階
建
て

（
一
部
中
二
階
）
で
、
延
べ
面

積
約
一
万
二
千
平
方
　
。
総
事

業
費
は
約
五
十
五
億
円
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
健
康
づ
く
り
の

支
援
、
芸
術
・
文
化
の
振
興
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
整
備
し
ま
す
。
�

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
に
対
応
で
き
る
「
体
育
館
」

と
、
大
規
模
な
式
典
な
ど
に
も

使
え
る「
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
」
の

機
能
を
持
つ
大
ア
リ
ー
ナ
は
、

固
定
・
可
動
座
席
を
合
せ
て
最

大
で
約
千
九
百
人
の
収
容
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
文
化
ホ
ー
ル
は
、
音

響
や
照
明
に
配
慮
し
、
コ
ン
サ

ー
ト
や
演
劇
な
ど
、
多
様
な
舞

台
芸
術
に
対
応
で
き
る
ホ
ー
ル

に
な
り
ま
す
。
�

　
そ
の
ほ
か
、
柔
剣
道
な
ど
の

武
道
の
練
習
や
大
会
が
開
催
で

き
る
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
兼
武
道
場
、

各
種
運
動
器
具
な
ど
を
設
置
し

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
研

修
会
や
講
演
会
、
展
示
会
に
利

用
で
き
る
会
議
室
兼
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
設
け

ら
れ
ま
す
。
�

�

メ
ー
�

ト
ル
�

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
ま
と
ま
っ
た
内
容
を
も
と

に
、
さ
ら
に
愛
さ
れ
、
幅
広
く

利
用
さ
れ
る
施
設
に
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
取
り

入
れ
て
施
設
設
備
を
進
め
て
い

く
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。
（
こ

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
は
、
完
成
予
想
を
も
と

に
し
た
イ
メ
ー
ジ
図
で
す
）
�

�

　
文
化
体
育
館
は
、
市
立
図
書

館
や
洲
本
ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
エ

ア
な
ど
周
辺
の
赤
レ
ン
ガ
建
築

群
と
調
和
の
と
れ
た
外
観
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済

性
や
地
域
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、

次
の
よ
う
な
設
計
方
針
の
も
と

で
計
画
し
て
い
ま
す
。
�

◆
景
観
へ
の
配
慮
�

▽
既
存
レ
ン
ガ
建
築
物
と
の
調

　
和
�

▽
洲
本
川
の
親
水
性
を
活
か
し

　
た
空
間
の
形
成
�

▽
デ
ザ
イ
ン
性
、
シ
ン
ボ
ル
性

　
の
確
保
�

▽
既
存
樹
木
の
保
存
�

◆
市
民
に
親
し
ま
れ
る
空
間
構
成
�

▽
親
し
み
や
す
さ
と
使
い
や
す

　
さ
に
工
夫
�

▽
駐
車
場
、
駐
輪
場
の
適
正
配

　
置
�

▽
情
報
化
に
対
応
で
き
る
設
備

　
の
導
入
�

▽
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
配
慮
�

▽
地
域
活
動
に
資
す
る
空
間
の

　
確
保
�

◆
効
率
性
、
経
済
性
の
追
求
�

▽
多
目
的
利
用
や
相
互
利
用
へ

　
の
対
応
�

▽
省
エ
ネ
型
設
備
の
採
用
�

▽
居
住
域
空
調
の
採
用
�

▽
耐
久
性
が
あ
り
、
メ
ン
テ
ナ

　
ン
ス
フ
リ
ー
の
仕
上
材
の
選
�

　
択
�

◆
地
球
環
境
へ
の
配
慮
�

▽
自
然
採
光
、
自
然
換
気
の
積

　
極
的
利
用
�

▽
太
陽
光
発
電
設
備
の
採
用
�

▽
雨
水
貯
留
に
よ
る
雨
水
利
用
�

▽
リ
サ
イ
ク
ル
材
の
積
極
的
採

　
用
�



3

メー�
トル�

メー�
トル�
メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�

メー�
トル�
メー�
トル�
メー�
トル�
メー�
トル�
メー�
トル�

メー�
トル�

◆大アリーナ兼大ホール�
　アリーナとしてのスポーツ大会や競技のほ�
か、各種の式典などホールとしても利用して�
いただける内装、設備を施します。�
　大アリーナ　約１，４００平方�
　観覧席　階上固定　約５００席�
　大ホール　可動座席　約１，４００席�
　　　　　　最大約１，９００席（階上席含む）�
◆サブアリーナ兼武道場�
　各種武道の練習や大会などに利用できます。�
　武道場　１面　約３１０平方�
　サブアリーナ　約４８０平方�
◆トレーニングルーム�
　各種スポーツ機器を設置して、健康や体力�
づくりのためのトレーニングができます。多�
目的利用のスタジオも整備します。�
　トレーニングルーム　約３３０平方�
◆文化ホール�
　音響や照明などに配慮し、ジャンルを越え�
た多目的な舞台芸術に対応できます。�
　固定舞台　間口約１７　、奥行約１３�
　固定座席　約６００席�
◆会議室兼ギャラリー�
　各種の会議、研修会、講演会などのほか、�
展示会やギャラリーなどに利用できます。�
　１階　会議室Ａ　　　約２４０平方�
　　　　会議室Ｂ　　　約　７５平方�
　２階　会議室C　　　約１５０平方�
　　　　リハーサル室　約　７０平方�
　　　　練習室　　　　約　４０平方�
◆管理・付属施設�
　そのほかの施設として、レストランや更衣�
室、医務室なども整備します。�
�

メインアプローチと大庇（ひさし）�

エントランスロビー�

文化ホール�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�
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所得税の確定申告・市県民税の申告は�
正しく　お早めに！�

所得税の確定申告・市県民税の申告は�
正しく　お早めに！�

所得税の確定申告・市県民税の申告は�
正しく　お早めに！�
～３月１７日まで～�

所得税の確定申告が、２月１６日aから始まります（税務署の窓口
受付は２月１７日bから）。申告・納付の期限は３月１７日までで
すが、税務署は期限間近になると大変混雑し、提出まで長時間お待
ちいただく場合もあります。申告書は、できるだけ自分で書いて、
お早めに提出してください。また、できあがった申告書は、郵送で
も提出できます。�
なお、所得税の確定申告をした人は、市県民税・国民健康保険税の
申告は必要ありません。�

◆
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
主
な
収
入
が
給
与
の
人
で
も
、
次
の
よ
う
な

人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。�

▽
昨
年
の
給
与
収
入
額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合�

▽
給
与
を
一
か
所
か
ら
受
け
て
い
る
場
合
で
、
給
与
以
外
の
所
得（
事

業
、
不
動
産
、
年
金
な
ど
）
が
あ
り
、
そ
の
所
得
額
の
合
計
が
二

十
万
円
を
超
え
る
場
合�

▽
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
場
合
で
、
年
末
調
整
さ
れ

た
給
与
以
外
の
所
得
額
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合�

▽
パ
ー
ト
収
入
が
百
三
万
円
を
超
え
る
場
合�

◆
次
の
よ
う
な
人
で
、
昨
年
中
の
所
得
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
配
偶

者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
場
合
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。�

▽
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
で
、
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
人
や
、
社
会

保
険
料
や
生
命
保
険
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
る
人�

▽
商
売
な
ど
、
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人�

▽
家
賃
や
地
代
な
ど
の
不
動
産
所
得
が
あ
る
人�

▽
土
地
や
建
物
を
売
っ
て
譲
渡
所
得
が
あ
る
人�

確
定
申
告
で
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合�

（
還
付
申
告
）�

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
、
毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
所
得
税

が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
所
は
確
定
申

告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
戻
っ
て
き
ま
す
。�

▽
昨
年
、
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末

調
整
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合�

▽
十
万
円
か
所
得
の
五
　
を
超
え
る
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合�

▽
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
場
合�

▽
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
住
宅
の
購
入
や
増
改
築
を
し
た

場
合
（
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）�

皆
さ
ん
が
、毎
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
納
め
た
介
護
保
険
料
・

国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
の
申
告
の
と
き
、

社
会
保
険
料
と
し
て
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。�

介
護
保
険
料�

�

◆
六
十
五
歳
以
上
の
人�

▽
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人�

社
会
保
険
庁
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
平
成
十
四
年
分
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
社
会
保
険
料
の
金

額
」
が
控
除
で
き
ま
す
。
年
金
天
引
き
さ
れ
た
介
護
保
険
料
は
本

人
の
み
社
会
保
険
料
控
除
で
き
ま
す
。�

▽
納
付
書
で
納
付
し
て
い
る
人�

平
成
十
四
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料
額
が
控
除
で
き
ま
す
。
窓

口
で
納
付
し
た
人
は
、「
介
護
保
険
料
領
収
証
書
」
を
、
銀
行
な
ど

の
口
座
振
替
を
利
用
し
た
人
は
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
「
口
座
振

替
結
果
通
知
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

◆
四
十
歳
以
上
、
六
十
五
歳
未
満
の
人�

▽
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人�

給
与
所
得
の
介
護
保
険
料
額
は
源
泉
徴
収
票
の
「
社
会
保
険
料

控
除
」
に
含
ま
れ
ま
す
。�

▽
国
保
や
任
意
継
続
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
の
介
護
保
険
料

は
、
国
保
税
や
保
険
の
掛
け
金
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
申
告
の
際

に
、
平
成
十
四
年
中
に
支
払
っ
た
領
収
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

銀
行
な
ど
の
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
送
付
さ
れ
た

「
口
座
振
替
通
知
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

国
民
健
康
保
険
税�

�

▼
平
成
十
四
年
中
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
国
民
健
康
保
険
税
の
金

額
が
控
除
額
と
な
り
ま
す（
納
付
額
は
、個
人
に
よ
り
こ
と
な
り
ま
す
）
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係
（
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
２
５
８
、
２
５
９
）
へ
。�

確
定
申
告
が
必
要
な
人
�

所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告�

所
得
税
の
確
定
申
告�

所
得
控
除

所
得
控
除�

所
得
控
除�

パ
ー�

セ
ン
ト�

国税庁ホームページの「所得税の確定
申告作成コーナー」で作成した申告書は、
税務署に提出できます。�
利用するときには、次のことに注意し

てください。�
　カラープリンターを使用�
　プリンターの設定を確認（画面の指示
にしたがって確認）�

　印刷する紙は、Ａ４サイズの普通紙を
使用（インクジェット専用紙は使わな
いでください）�

◆ＨＰアドレス　http://www.nta.go.jp�
　詳しくは、洲本税務署（1２４・１２
１２）へ。�

国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ で �
所得税の確定申告書が作成できます�

▽
�

▽
�

▽
�

▼
�

▼ 

詳
し
く
は
、
洲
本
税
務
署
（
1
２
４
・
１
２

５
７
）
へ
。�

社
会
保
険
料
控
除�

→
�



5

所
得
の
種
類�

申
告
が
必
要
な
所
得
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

▽
営
業
等
所
得
　
販
売
、
飲
食
、
製
造
、
建
設
、
修
理
、
金
融
、
医
師
、

弁
護
士
、
会
計
士
、
作
家
、
外
交
員
、
舞
踊
の
師
匠
、
下
宿
業
の
収

入
な
ど�

▽
農
業
所
得
　
農
産
物
の
生
産
、果
樹
な
ど
の
栽
培
、畜
産
な
ど
の
収
入�

▽
不
動
産
所
得
　
ア
パ
ー
ト
、
借
家
、
貸
事
務
所
、
貸
地
な
ど
の
賃
借

料
や
権
利
金
な
ど
の
不
動
産
収
入�

▽
配
当
所
得
　
株
式
や
出
資
の
配
当
金
、
余
剰
金
の
分
配
な
ど
の
収
入�

▽
給
与
所
得
　
給
料
、
賃
金
、
賞
与
、
事
業
専
従
者
給
与
な
ど
の
収
入�

▽
雑
所
得
　
恩
給
、年
金
な
ど
、ほ
か
の
所
得
に
当
て
は
ま
ら
な
い
収
入�

▽
総
合
譲
渡
所
得
　
機
械
器
具
、
営
業
権
な
ど
の
譲
渡
に
よ
る
収
入�

▽
一
時
所
得
　
賞
金
、競
馬
の
払
戻
金
、生
命
保
険
な
ど
の
一
時
収
入�

▽
分
離
譲
渡
所
得
　
土
地
、
建
物
、
株
式
な
ど
の
資
産
を
譲
渡
し
た
こ

と
に
よ
る
収
入
な
ど�

▽
山
林
所
得
　
伐
採
し
た
木
や
、立
ち
木
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
る
収

入�確
定
申
告
書
の
様
式�

�確
定
申
告
の
様
式
は
、
Ａ
・
Ｂ
二
つ
の
様
式
が
あ
り
、
所
得
の
種
類
な

ど
に
よ
り
使
用
す
る
申
告
書
が
異
な
り
ま
す
。�

◆
Ａ
様
式
　
申
告
す
る
所
得
が
給
与
所
得
や
雑
所
得
、
配
当
所
得
、
一

時
所
得
だ
け
の
人
で
、
予
定
納
税
額
の
な
い
人�

◆
Ｂ
様
式
　
Ａ
以
外
の
人�

 

な
お
、
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
却
し
た
人
、
平
成
十
四
年
中
の
所
得

金
額
が
赤
字
に
な
る
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
途
付
表
が
必
要
で
す
。�

農
業
所
得
の
申
告
は
、
収
支
計
算
が
必
要
で
す�

�

野
菜
や
果
樹
な
ど
の
作
物
を
作
付
け
さ
れ
て
い
る
人
、
牛
を
飼
わ
れ

て
い
る
人
の
申
告
に
は
、
収
支
計
算
（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差

し
引
く
）
が
必
要
で
す
。
農
業
所
得
標
準
を
適
用
し
て
、
申
告
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
水
稲
だ
け
の
場
合
は
、
標
準
を
使
っ
て

申
告
で
き
ま
す
）
。
平
成
十
四
年
中
の
総
収
入
金
額
と
必
要
経
費
の
内

容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書
を
申
告
書
に
添
付
し
て
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。�

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人�

�

今
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
昨
年
中
に
所
得
が

あ
っ
た
人
は
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
な
ど
の
給
与
所
得
者
や
確
定
申
告
を
す
る
人
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。�

国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
国
保
加
入
者

の
い
る
世
帯
主
は
市
県
民
税
が
非
課
税
の
人
で
も
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。�

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
廃
車
・
譲
渡
手
続
き�

�

軽
自
動
車
税
は
、
毎
月
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
お
手
持
ち
の
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
を
売
っ
た
り
、

廃
車
し
た
り
し
た
人
で
、
ま
だ
名
義
変
更
や
廃
車
手
続
き
を
し
て
い

な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か�

�

平
成
十
四
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
に
納
め

て
い
た
だ
く
市
税
の
納
期
は
、
二
月
二
十
八
日
で
、
す
べ
て
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
。
つ
い
、
う
っ
か
り
と
し
て
い
て
、
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。�

も
し
、
納
め
忘
れ
の
税
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。�

納

税

は

便

利

な

口

座

振

替

を

�
�

市
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
の

手
続
き
を
す
る
と
、
納
期
日
に
あ
な
た
の
口
座
か
ら
市
税
が
振
替
納

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
税
の
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
上
、
金
融
機
関

や
郵
便
局
へ
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。�

手
続
き
は
、
市
役
所
税
務
課
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
窓
口
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。�

�
国
民
年
金
保
険
料�

�

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
額
は
次
の
通
り
で
す
。�

▼
国
民
年
金
の
保
険
料
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
明
石
社
会
保

険
事
務
所
（
1
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
１
６
）
へ
。�

医
療
費
と
し
て
支
払
っ
た
額
が
十
万
円
を
超
え
る
か
所
得
が
二
百

万
円
未
満
の
人
は
、
所
得
の
五
セパ
ンー
ト

ま
で
の
額
は
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
た
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
も
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。�

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担�

�

▽
医
療
系
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料�

▽
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
医
療
系
在
宅
サ
ー
ビ
ス
（
老
人
保
健

や
医
療
保
険
の
訪
問
看
護
を
含
む
）
の
い
ず
れ
か
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
場
合
は
、
福
祉
系
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額�

▽
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
と
食
事
の
標
準
負
担
額�

※
そ
れ
ぞ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
（
受
け
て
い
た
）
事
業
所

で
領
収
書
に
記
載
し
て
も
ら
う
か
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
健
康
福
祉
館
内
介
護
福
祉
課
（
1
２
２
・
９
３

３
３
）
か
、
市
役
所
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係
（
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
２
５
８
、
２
５
９
）
へ
。�

定 額 保 険 料 を �

納 め て い る 場 合 �

定額保険料と付加保険

料を納めている場合�

半 額 保 険 料 を �

納 め て い る 場 合 �

割 引 さ れ て 納 め た �

前 納 保 険 料 �

割 引 さ れ て 納 め た �

前 納 付 加 保 険 料 �

※その他、過去の未納期間として納めた保
険料、免除期間を追納した保険料も控除
の対象になります。�

１５９，６００円�

�

１６４，４００円�

�

７９，８００円�

�

１５６，７７０円�

�

１６１，４８０円�

市
県
民
税
の
申
告

市
県
民
税
の
申
告�

市
県
民
税
の
申
告�

▼ 

詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部
税
務
課
（
1
２

２
・
３
３
２
１
内
線
２
５
７
・
２
５
８
）
へ
。�

医

療

費

控

除

�
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平成１６年度に現在の都市ガスから、天然ガス（大阪ガスと同じ）に替えるため、
熱量変更事業を近隣都市ガス事業者の応援を受けて進めています。�

お問い合せ先　洲本ガス（株）�TEL 22-4424�
FAX 24-1410

洲
本
市
臨
時
市
議
会
が
、
一

月
三
十
日
開
会
さ
れ
、
「
洲
本

市
・
津
名
町
・
五
色
町
・
一
宮

町
合
併
協
議
会
」
規
約
の
廃
止

案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
既
に
そ
の
ほ
か
の
三
町

の
議
会
で
も
廃
止
案
は
可
決
さ

れ
て
お
り
、
同
協
議
会
の
解
散

が
決
ま
り
ま
し
た
。
�

解
散
の
理
由
は
、
昨
年
十
一

月
に
行
わ
れ
た
緑
町
の
住
民
投

票
の
結
果
、
三
原
郡
四
町
で
の

合
併
が
多
数
を
占
め
、
同
協
議

会
の
理
念
で
あ
る
淡
路
一
市
が

崩
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
津
名
町
、

一
宮
町
で
は
公
共
的
団
体
か
ら

郡
単
位
の
合
併
を
求
め
る
要
望

が
あ
り
、
両
町
か
ら
退
会
の
申

し
出
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
協
議
会
の
存
続
が
困
難
と

判
断
し
た
た
め
で
す
。
�

一
市
三
町
に
よ
る
合
併
協
議

会
の
解
散
に
よ
り
、
本
市
で
は

五
色
町
の
意
志
を
最
大
限
に
尊

重
し
、
合
併
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
�

商
店
街
も
�

環
境
問
題
に
取
り
組
み
�

�����
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
訪
れ
る
商

店
街
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
や
憩
い
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
環
境
の
保
護
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
�

今
回
は
、
自
分
た
ち
の
作
っ

た
ス
テ
ッ
カ
ー
が
商
店
に
貼
り

出
さ
れ
た
こ
と
で
、
生
徒
た
ち

も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
、
環
境
意
識
を
高
め

て
い
き
ま
す
。
�

�

同
校
の
二
年
生
約
九
十
人
は
、

二
学
期
の
総
合
的
な
学
習
で
、

地
球
温
暖
化
や
水
質
汚
濁
な
ど

の
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
そ
の
成
果
を
生
か
し
、

よ
り
多
く
の
人
に
環
境
問
題
に

つ
い
て
関
心
を
高
め
て
も
ら
お

う
と
ス
テ
ッ
カ
ー
作
製
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
�

ス
テ
ッ
カ
ー
作
製
や
掲
出
に

は
、
コ
モ
ー
ド
56
商
店
街
が
協

力
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
の
シ
ョ

ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
貼
り
出
さ
れ
、

訪
れ
る
買
い
物
客
な
ど
に
環
境

保
護
を
訴
え
て
い
ま
す
。
�

中
学
生
と
商
店
街
が
協
力
し
て
環
境
保
護
を
訴
え
�

中
学
生
と
商
店
街
が
協
力
し
て
環
境
保
護
を
訴
え
�

出来上がった自作のステッカーを披露する生徒たち�

この取り組みは、サンＴＶに取材され、１月１９日に放送されました。�

一
市
三
町

一
市
三
町
�

合
併
協
議
会

合
併
協
議
会
�

を
解
散

を
解
散
�

一
市
三
町

一
市
三
町
�

合
併
協
議
会

合
併
協
議
会
�

を
解
散

を
解
散
�

一
市
三
町
�

合
併
協
議
会
�

を
解
散
�
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70

洲本市立中川原中学校　平成１４年１２月１１日D

１学期の後半から総合的な学習の時間「群育」が始まり、「中川原をもっと知ろう」という
テーマで、「中川原と社会」「中川原と自然」「中川原と文化」の３つに全校縦割りで活動し
てきました。「中川原と社会」では、“ゴミ問題について”“人口について”“福祉”の３分野に、
また、「中川原と自然」では、“水中生物による水質検査”“中川原百景”の２分野に、そして、
「中川原と文化」では、“茶道発展コース”“神社と祭り”の２分野に分かれてそれぞれ活動
しました。その活動報告を、それぞれ掲示物やビデオ、また、コンピュータでパワーポイント
を駆使して発表しました。�

洲本ラガールで披露
する「厚浜太郎」と
いうオリジナル劇の
練習風景をビデオで
紹介。その後、12月
24日にラガールを
訪問。好評を博しま
した。�

◆◆◆◆◆◆◆�福祉班�福祉班�

◆◆◆◆◆◆◆�人口班�人口班�
小中児童生徒数の変化について。�
地区の人口の移り変わりについて。�
なぜ人口が減ってきているかについて。�
「中川原田園計画」について説明しました。�
私たちが想像
もしていない
ような計画でし
た。本当に実現
したらいいな
あと思います。�

夏休みにゴミ拾いを
した時の結果と、立
ち看板を持ってのア
ピール活動をしたこ
とを発表。来年ゴミ
問題班に参加してく
れる人を募集するそ
うです。�

◆◆◆◆◆◆◆�ゴミ問題班�ゴミ問題班�

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆�水中生物による水質検査班�水中生物による水質検査班�
水質によって住む生物が違うということで、３つの川の調査
をしました。岩戸川は、
汚い川。たつみ川も汚
い川。その上小学校裏
のメダカの生息地が、埋
め立てられていて、ショ
ックをうけたそうです。�

◆◆◆◆◆◆◆◆◆�中川原百景班�中川原百景班�
説明の中で、クイズを交え、お寺、棚田、先山、柿木、血
池、忠霊塔、厚浜海岸、二つ石の由来、安産地蔵、大照
寺のふすま絵、才蔵地蔵、二つ石遺跡、４人で調べた
結果、百景達成できず「中川原３０景」になったそうで
すが改めて調べると
私たちが住んでい
る中川原もほかに負
けないほどきれいな
風景がたくさんあり、
「中川原ってすご
い！」と思いました。�

◆◆◆◆◆◆◆◆◆�茶道発展コース班�茶道発展コース班�
お茶花について、浴衣の着付けについての説明。小学
校５年生との交流、
ラガールでの交流、
中川原公民館での
茶道交流について
の様子と交流した
感想を発表しまし
た。�

中川原地区にある神社と祭
りについて、獅子舞につい
て調べた結果を発表し、三
木田地区の祭礼団の方に指
導して頂いた獅子舞を披露。
悪魔払いや豊作祈願のために行ったということです。�

◆◆◆◆◆◆◆�神社と祭り班�神社と祭り班�

今年の「群育」は、限られた時間の中で各グルー
プが一生懸命活動した結果、昨年度以上に内容
が濃く、充実したものになったと思います。来年
度は、「もっと」が増え、「中川原をもっともっと
知ろう」というテーマで行う予定です。�

自然・社会・文化�自然・社会・文化�

「総合的な学習の時間」発表会�「総合的な学習の時間」発表会�
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夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

�

大人への第一歩　～洲本市成人式～�

私たちの川を美しく�

農業、漁業で　がんばりました�

「成人の日」前日の１月１２日に、洲本市民会館ふれあいホ

ールで、成人式が行われました。来賓の祝辞に続き、成人代表

のことばや恩師への花束贈呈のほか、アトラクションとして記

念抽選会が催され、晴れ着やスーツ姿で参加した約４００人の

新成人は、式典の後も、久しぶりの再会を楽しみました。�

一宮町の伊弉諾神宮で１月１５日「第４０回

淡路農林水産祭」が開催されました。本年の淡

路農林水産功労者賞には、農業委員会委員を務

めた二ツ石の浅野拓男さん、女性農業士として

活躍されている奥畑の坂本早苗さん、兵庫県漁

協婦人部連合理事などを務めた由良の須賀満子

さんの３人が、また農林水産物等コンクール野

菜の部で小畑智昭さんが、乳質改善の部で門口

一好さんがそれぞれ金賞を受賞しました。�

写真右�
右から小畑智昭さん、門口一好さん�

写真左�
右から坂本早苗さん、浅野拓男さん、
須賀満子さん�

県と市、地域が連携して清掃活動に取り組

む「アドプト・プログラム」の一環として、

柳学園高校の生徒たちが、１月８日洲本川周

辺を掃除しました。このプログラムにより県

から清掃に必要な道具の貸し出しなどが受け

られます。�

写真�ニュース�
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第６回洲本市民会館自主事業・平成１４年度県民芸術
劇場事業の「土曜・素敵な出会いコンサート」が２月１
日、市民会館ふれあいホールで開催されました。オーケ
ストラ　エウフォニカ管弦楽団を迎えて行われたこのコ
ンサートでは、国立レニングラードバレエ団ソリストや
尺八奏者などとの合奏も行われ、観客は多彩な演奏を楽
しみました。�

学校などで新聞を教材にして学習するＮＩＥ事業の
一環として、１月３０日由良中学校で産経新聞社の内
海俊彦記者が授業を行いました。「環境について」と
題された授業では、内海記者の書いた広島県の宇治島
の清掃活動の記事と洲本の環境教育の記事を用いて、
ごみ問題を身近な行動から考えようと話しかけました。�

世界ろう連盟のリサ・カウピネン理事長が１月２０日市
役所を訪れました。神戸市で開かれた「県ろうあ者新年大
会」に講師としてフィンランドから招かれていたリサ理事
長は、県内各地を視察し、ろうあ者が平等に生活できる社
会作りを呼びかけました。�

洲本市ボランティア情報
団は、災害時の情報提供の
ほかにも、平常時もさまざ
まな活動を行っています。
自営サイト「ＨＥＡＲＴＦ
ＵＬ ＷＥＢ ＳＵＭＯＴＯ」
（http://www1.sumoto.g
r.jp/bosainet）には、パソ
コンの質問に答えるページ
などをあげていますので市
民交流の場としてご利用く
ださい。�

阪神淡路大震災から８年となる１月１７日、震災を忘
れず防災意識を高めるために、さまざまな訓練や活動が
行われました。青雲中学校では、地震の後火災が発生し
たとの想定で、避難訓練が行われました。また、ジャス
コ新洲本店までは、消防操法の演技や防災意識を高める
街頭啓発が行われました。�

天皇陛下が歌会始の儀に詠まれた歌を刻んだ「御
製碑」の除幕式が、２月１日東浦町の淡路夢舞台芝
生広場で行われました。�
「園児らと　たいさんぼくを　植ゑにけり　地

な

震
ゐ

ゆりし島の　春ふかみつつ」の歌は、天皇皇后両陛
下が阪神淡路大震災の復興状況を御視察のため被災
地を訪れた際に、地元の代表者や保育園児と植樹を
された折の情景を詠まれたものです。�

本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�
会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

バレエに尺八 土曜・素敵な出会いコンサート�

フィンランドに負けない障害者福祉社会を�

ボランティア情報団�
平常時も活動しています�

教育に新聞を　由良中で新聞記者の授業�

復興を願った陛下の心　御製碑に�

阪神淡路大震災から８年�



１０�

糖
尿
病
と
は
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
が
出
に
く
く
な

っ
た
り
、
そ
の
作
用
の
効
き
が

悪
く
な
り
血
糖
値
が
高
く
な
る

状
態
を
言
い
、
こ
れ
を
放
置
す

る
と
種
々
の
合
併
症
や
全
身
の

動
脈
硬
化
を
お
こ
し
ま
す
。
こ

れ
を
防
ぐ
に
は
食
事
療
法
、
運

動
療
法
を
基
本
に
薬
物
治
療
を

行
い
血
糖
値
を
下
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
薬
物
治
療
の
う
ち

で
も
経
口
剤
（
飲
み
薬
）
で
充

分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合

は
イ
ン
ス
リ
ン
の
注
射
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
注
射
は
少

な
く
と
も
一
日
一
回
か
ら
二
回

は
射
つ
必
要
が
あ
り
、
患
者
さ

ん
自
身
が
注
射
す
る
事
が
原
則

と
な
り
ま
す
。
自
己
注
射
と
い

っ
て
も
近
年
は
簡
便
な
器
具
や

痛
み
の
少
な
い
針
が
開
発
さ
れ
、

経
験
の
な
い
人
で
も
即
座
に
正

確
な
注
射
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
更
に
自
分
で
血
糖
値
を

数
十
秒
の
う
ち
に
測
定
で
き
る

器
械
も
普
及
し
て
お
り
、
在
宅

で
の
イ
ン
ス
リ
ン
量
の
調
整
も

適
確
に
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
注
射
は
難
し
く
痛
い

か
ら
と
か
、
注
射
を
始
め
る
と

一
生
や
め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い

う
誤
っ
た
考
え
で
治
療
が
手
遅

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
下
さ
い
。�

菱川内科クリニック�
菱川　留王 医師�

募

集

�

糖
尿
病
と
イ
ン
ス
リ
ン
治
療�

���第
三
十
九
回
�

洲
本
市
民
体
育
大
会
�

洲
本
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
�

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
楽
し

い
課
題
を
解
き
な
が
ら
コ
ー
ス

図
を
た
よ
り
に
洲
本
の
町
を
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

普
段
は
気
づ
か
な
か
っ
た
新
し

い
洲
本
市
を
き
っ
と
見
つ
け
ら

れ
る
は
ず
。
�

◆
と
　
き
　
二
月
二
十
三
日
a
�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
第
二
小
学
校
�

◆
ク
ラ
ス
　
▽
小
学
生
の
部
　

一
チ
ー
ム
三
〜
五
人
　
▽
一

般
の
部
　
一
チ
ー
ム
二
〜
五

人
�

◆
参
加
費
　
無
料
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
野
外
活

動
協
会
（
洲
本
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
内
1
２
２
・
３
３

２
１
内
線
３
７
３
）
へ
。
�

洲
本
港
内

�

小
型
船
舶
係
留
施
設
の
�

使
用
者
�

◆
募
集
施
設
数
 
二
隻
分
　
 
 
 
�

◆
係
留
で
き
る
船
舶
の
条
件
 
 
�

（
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
）
▽
長
さ
十
二
�

　
トメ
ルー

以
下
、
幅
 
二
・
二
トメ
ルー

以
 

下
及
び
吃
水
が
マ
イ
ナ
ス
二
 

トメ
ルー

以
下
の
船
舶
　
▽
エ
ン
ジ

ン
付
き
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
（
ヨ
ッ
ト
は
除
き
ま
す
）

▽
船
舶
検
査
証
書
の
有
効
期

限
が
満
了
し
て
い
な
い
船
舶

▽
漁
船
法
の
登
録
を
受
け
た

船
舶
で
な
い
こ
と
�

◆
使
用
料
　
一
か
月
あ
た
り
五

千
百
円
�

◆
募
集
期
間
　
二
月
二
十
五
日

c
〜
三
月
三
日
b
ま
で
の
午

前
九
時
〜
午
後
五
時
（
土
、

日
曜
日
は
除
き
ま
す
）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

市
役
所
都
市
整
備
部
管
理
課（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
４

０
）
へ
。
�

緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て
�

�市
で
は
、
国
の
緊
急
雇
用
対

策
と
し
て
臨
時
応
急
的
な
交
付

金
を
活
用
し
、
次
の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
�

◆
業
務
内
容
　
1
史
跡
管
理
業

務
（
清
掃
、
草
刈
り
な
ど
の

植
栽
管
理
）
2
教
育
指
導
補

助
�

◆
雇
用
期
間
　
四
月
〜
九
月（
た

だ
し
2
の
場
合
は
来
年
三
月

ま
で
の
再
任
あ
り
）
�

◆
募
集
人
員
　
1
三
人
2
二
人
�

◆
募
集
期
間
　
二
月
二
十
日
e

〜
二
十
八
日
f
�

◆
資
格
要
件
　
2
▽
教
員
免
許
、

音
楽
療
法
の
資
格
を
有
す
る
人

▽
学
校
教
育
に
関
す
る
知
識
の

あ
る
人
。
�

▼
詳
し
く
は
、
1
洲
本
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
1
２
４
・

４
８
３
０
）
2
市
教
育
委
員
会

（
1
２
２
・
６
２
６
６
）
へ
。
�

淡
路
夢
舞
台
温
室
�

植
物
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
�

受
講
生
�

植
物
に
関
す
る
知
識
と
そ
れ

を
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
ト
ー

タ
ル
な
知
識
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

技
術
を
学
ぶ
植
物
マ
ス
タ
ー
コ

ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。
�

◆
と
　
き
　
毎
月
第
二
月
曜
日

（
四
月
か
ら
）
�

◆
と
こ
ろ
　
奇
跡
の
星
の
植
物

館
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
�

◆
コ
ー
ス
　
基
礎
コ
ー
ス
、
専

門
コ
ー
ス
（
基
礎
コ
ー
ス
修

了
者
の
み
）
�

◆
受
講
料
　
一
回
に
つ
き
三
千

円
（
テ
キ
ス
ト
代
、
入
館
料

を
含
む
、各
種
割
引
き
あ
り
）
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

奇
跡
の
星
の
植
物
館
植
物
マ
ス

タ
ー
コ
ー
ス
係
（
1
０
７
９

９
・
７
４
・
１
２
０
５
）
へ
。
�



走
る
県
民
教
室
�

�県
で
は
、
県
の
施
設
な
ど
を

見
学
す
る
場
合
、
「
走
る
県
民

教
室
」
事
業
と
し
て
、
バ
ス
借

り
上
げ
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
�

◆
見
学
日
　
四
月
一
日
c
〜
五

月
三
十
一
日
g
�

◆
募
集
期
間
　
三
月
三
日
b
〜

十
四
日
f
�

◆
利
用
で
き
る
団
体
　
島
内
の

地
域
団
体
な
ど
二
十
人
以
上

の
団
体
�

◆
利
用
条
件
　
県
の
見
学
対
象

施
設
を
二
か
所
か
、
県
の
施

設
と
市
町
の
施
設
を
一
か
所

以
上
見
学
す
る
こ
と
。
�

◆
助
　
成
　
バ
ス
借
り
上
げ
費

用
の
半
額
。
た
だ
し
最
高
額

一
日
コ
ー
ス
で
は
五
万
円
、

一
泊
二
日
コ
ー
ス
で
は
十
万

円
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

淡
路
県
民
局
企
画
調
整
部
調
整

課（
1
２
６
・
２
０
０
９
）
へ
。
�

�自

衛

官

�

�◆
種
　
目
 
予
備
自
衛
官
補
�

◆
身
　
分
 
非
常
勤
の
特
別
職

国
家
公
務
員
�

◆
応
募
資
格
 
十
八
歳
以
上
、

三
十
四
歳
未
満
の
人
�

◆
待
　
遇
 
三
年
以
内
に
五
十

日
の
教
育
訓
練
に
参
加
し
、

そ
の
後
予
備
自
衛
官
と
な
る
、

昨
年
よ
り
新
設
さ
れ
た
制
度

で
す
。
訓
練
召
集
手
当
と
し

て
、
日
額
七
千
九
百
円
が
支

給
さ
れ
る
ほ
か
、
訓
練
に
参

加
す
る
た
め
の
旅
費
な
ど
も

支
給
さ
れ
ま
す
。
�

◆
締
　
切
 
四
月
十
一
日
f
ま

で
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
５
）
か
自
衛
隊
淡
路

募
集
事
務
所
（
1
２
４
・
２
４

４
９
）
へ
。
�

�����ご
存
じ
で
す
か
？
�

『
自
動
車
フ
ロ
ン
券
』
�

�
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
冷
媒
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
は
、

オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
で
あ
り
、

ま
た
温
室
効
果
ガ
ス
で
も
あ
り

ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
保
護
と
地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
、
昨
年
十

月
一
日
か
ら
「
フ
ロ
ン
回
収
破

壊
法
」
が
施
行
さ
れ
、
カ
ー
エ

ア
コ
ン
が
搭
載
さ
れ
た
車
を
廃

棄
処
分
す
る
際
に
は
「
自
動
車

フ
ロ
ン
券
」
に
よ
り
フ
ロ
ン
回

収
な
ど
の
費
用
を
ご
負
担
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
は
、
全

国
の
郵
便
局
、
ま
た
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
）
で

一
台
分
二
千
五
百
八
十
円
を
払

い
込
み
、
そ
の
払
い
込
ん
だ
証

明
書
と
し
て
受
け
取
り
、
廃
棄

処
分
時
に
車
と
一
緒
に
引
取
業

者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
自
動
車
フ
ロ
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
1
０
３
・

５
５
３
２
・
１
４
６
１
）
へ
。
�

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
�

被
災
さ
れ
た
人
に
対
す
る
�

公
庫
融
資
の
特
例
措
置
�

�阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る

災
害
復
興
住
宅
融
資
は
、
平
成

十
四
年
度
末
ま
で
に
「
災
害
復

興
住
宅
に
関
す
る
認
定
書
」
の

申
請
を
し
た
適
格
の
人
に
限
り
、

平
成
十
七
年
度
末
ま
で
災
害
復

興
住
宅
融
資
の
申
込
み
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫

大
阪
支
店
公
共
業
務
課
（
1
０

６
・
６
２
８
１
・
９
２
６
８
）

へ
。
�

�

お
知
ら
せ�

１１�

わが家の　ホ ー プ�

洲本市役所総務部税務課�

◆固定資産税・都市計画税    第４期�
◆納  期    ２月２８日f�
◆納税は便利な口座振替をご利用ください。�

◆２月２７日E（第４木曜日）午前７時～正午�

�

市役所市民生活部環境整備課�

今月の資源ごみの拠点回収今月の資源ごみの拠点回収�今月の資源ごみの拠点回収�

今 月 の 納 税 �今 月 の 納 税 �

元気に明るく強～い男の子で、�
元気に明るく優しい女の子になってね。�

母：浩子さん（由良）�

夜の安全は見せること！�
～転ばぬ先の杖を～～転ばぬ先の杖を～�

夜の安全は見せること！�
～転ばぬ先の杖を～�

市内で、今年に入って早々、夜間、高齢
歩行者の死亡事故が発生しました。�
歩行者、自転車利用の皆さん、夜、散歩
などでお出かけの際は、�
�
◆夜光反射材を着用しましょう�
◆明るい服装を心がけましょう�
◆懐中電灯を使用しても効果的です�
◆近づいてくる車はやり過ごしましょう�
◆車が通り過ぎたら、もう一度安全確認を
しましょう�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会・淡路県民局�



淡路人形協会では、３月８、９日の２日間国立劇場で
公演します。出演に先駆けて、地元での内見会を開催し
ますので、皆さんご観賞ください。�
◆と　き　３月１日g、午後７時３０分～�
◆ところ　三原町中央公民館　大ホール�
◆演　目　賤ヶ嶽七本槍（山の段）�
　詳しくは、（財）淡路人形協会事務局（1０７９９・４
２・００５６）へ。�

１２�

情報広場�Information  Plaza

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
�

実
施
し
ま
す
�

�
市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
提
供

や
安
否
確
認
の
た
め
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
�

◆
対
象
者
　
▽
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
　
▽
高
齢
者
世
帯

に
属
す
る
要
援
護
者
�

◆
利
用
回
数
　
週
一
回（
昼
食
）
�

◆
利
用
料
金
　
一
食
　
五
百
円
�

▼
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、

洲
本
市
健
康
福
祉
館
内
介
護
福

祉
課
高
年
福
祉
係
（
1
２
２
・
９

３
３
３
内
線
５
０
３
、
５
０
６
）
へ
。

そ
の
ほ
か
、
別
の
日
程
を
希
望

す
る
場
合
は
、
由
良
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
1
２
７
・
０
１
４

６
）
か
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ラ
ガ
ー
ル
（
1
２
５
・
８
５
８

５
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

被
災
者
自
立
支
援
金
の
�

特

例

制

度

�

申
請
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
�

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
住
家

が
全
壊
（
焼
）
し
た
世
帯
ま
た

は
半
壊
（
焼
）
し
解
体
し
た
世

帯
の
被
災
時
（
平
成
七
年
一
月

十
七
日
時
点
）
世
帯
主
だ
っ
た

人
が
、
平
成
十
二
年
四
月
二
十

八
日
時
点
で
、
被
災
し
て
い
な

い
世
帯
の
世
帯
構
成
員
に
な
っ

て
い
た
場
合
は
、
従
来
は
対
象

外
で
し
た
が
、
今
回
の
特
例
制

度
に
お
い
て
、
支
給
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
�

こ
の
場
合
、
所
得
要
件
を
判

断
す
る
際
の
年
齢
は
、
被
災
時

世
帯
主
だ
っ
た
人
の
年
齢
に
よ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

新
し
い
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
既
に
支
援
金
を
支
給
さ

れ
た
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
健
康
福

祉
館
内
介
護
福
祉
課
総
務
係（
1

２
２
・
９
３
３
３
）
へ
。
�

◆と　き　３月１日g 、午後２

時開演�

◆ところ　西淡町中央公民館�

◆講　師　川崎医科大学小児科教

授　片岡  直樹先生�

　詳しくは、たなか医院（1４

５・１５９９）へ。�

▼
�

第１０回淡路子どもの心研修会�第１０回淡路子どもの心研修会�
「テレビ・ビデオが子どもの心をダメにする」�

入場無料�

◆と　き　２月２５日cŁ

午後１時３０分～午後３時３０分�
◆ところ　洲本市健康福祉館　３階会議室�
◆講　師　神戸新聞論説委員　村上　早百合さん�
◆申　込　窓口か電話で1住所2氏名3年齢4電話番

号5職業を伝えてください。�
◆定　員　１００人程度�
　詳しくは、市役所市民生活部市民課男女共同参画社
会係（1２２・３３２１内線４１５）へ。�

地域からの男女共同参画～自分らしく生きるために～�

市 民 講 座 �市 民 講 座 �

▼
�

▼
�

入場無料�
入場無料�

入場
無料

入場
無料
�

入場
無料
�

淡路人形芝居国立劇場出演のための�
地 元 　 内 見 会 （ お 披 露 目 会 ） 開 催 �

洲 本 市 立 図 書 館 �洲 本 市 立 図 書 館 �

図書館は、４月から祝日も開館します。�
また、開館時間は４月１日より午前１０時から午後６時ま
でになります（７、８、９月は午後７時まで）。�

▼
�

◆と　き　２月２２日g、２３日a�
　　　　　午前１０時～午後３時（雨天中止）�
◆ところ　洲本市民広場�
　出店の受け付けなど詳しくは、サークルジュニア金田
（1０９０・７８７９・００１８）へ。�

市民広場　フリーマーケット　開催�

４月から国民の祝日も開館!

▽
�

▽
�▽
�

▽
�

～しゃべれない子、コミュニケ
ーションがとれない子、友達と
遊べない子、すぐキレる子～�

◆開館時間　午前１０時～
午後６時まで（ただし、
７、８、９月は、午後７
時まで）�
◆休館日　　毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合は
その翌日）　　年末年始
（１２月２８日から翌年
１月４日まで）　　館内
整理日（毎月末日）　　特別整理期間�
　詳しくは、洲本市立図書館（1２２・０７１２）へ。�▼

�



１３�

２５０�

アワジヒメオサムシの雌�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

��ア
ワ
ジ
ヒ
メ
オ
サ
ム
シ
�

�
オ
サ
ム
シ
の
仲
間
は
、
後
羽

が
退
化
し
て
飛
べ
な
く
な
り
、

移
動
範
囲
も
広
く
な
い
こ
と
か

ら
、
幾
つ
か
の
亜
種
（
同
じ
種

類
で
も
地
域
に
よ
っ
て
、
は
っ

き
り
し
た
違
い
が
あ
る
も
の
）

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

ア
ワ
ジ
ヒ
メ
オ
サ
ム
シ
は
、

ヒ
メ
オ
サ
ム
シ
の
淡
路
島
固
有

亜
種
で
、
今
の
と
こ
ろ
先
山
で

確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

成
虫
は
四
月
ご
ろ
か
ら
秋
の
終

り
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。
夜
行
性

で
夜
に
な
る
と
地
面
を
歩
き
ま

わ
り
、
小
動
物
を
捕
ら
え
て
食

べ
る
の
で
す
。
成
虫
の
ま
ま
で

冬
を
越
す
の
で
す
が
、
日
当
た

り
の
悪
い
、
湿
っ
た
土
の
中
な

ど
に
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
�

先
山
で
は
山
頂
近
く
の
登
山

道
で
も
、
落
葉
の
下
な
ど
で
見

ら
れ
た
の
で
す
が
、
登
山
道
が

舗
装
さ
れ
て
か
ら
は
、
殆
ど
見

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
�

農
業
用
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
�

回
収
し
ま
す
�

�Ｊ
Ａ
日
の
出
洲
本
支
店
で
は
、

不
要
と
な
っ
た
農
業
用
ポ
リ
フ

ィ
ル
ム
な
ど
を
回
収
し
ま
す
。
�

◆
と
 
き
 
 
三
月
十
一
日
c
、

午
前
九
時
〜
十
一
時
半
�

◆
と
こ
ろ
 
 
Ｊ
Ａ
日
の
出
洲

本
支
店
�

◆
回
収
す
る
も
の
（
荷
造
り
）
�

▽
肥
料
用
空
袋
（
五
十
枚
単
位

で
荷
造
り
）
�

▽
農
薬
空
ボ
ト
ル
・
空
ビ
ン

（
水
で
最
低
三
回
は
洗
浄
し
、

ボ
ト
ル
・
ビ
ン
に
分
別
し
て

袋
に
入
れ
る
）
�

▽
農
業
用
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
（
重

さ
二
十
キ
ロ

以
内
で
ひ
も
な
ど

で
結
束
）
�

▽
そ
の
他
農
業
用
ポ
リ
製
品

（
重
さ
二
十
キ
ロ

以
内
で
荷
造

り
）
�

▽
ラ
ブ
シ
ー
ト
・
寒
冷
紗
（
重

さ
十
キ
ロ

以
内
で
ひ
も
な
ど
で

結
束
）
�

※
前
記
の
も
の
に
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
は
絶
対
に
混
入
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
�

◆
費
 
用
　
▽
肥
料
袋
一
枚
五

円
　
▽
農
薬
空
ボ
ト
ル
一
本

五
円
　
▽
廃
ポ
リ
他
一
キ
ロ

当

た
り
七
十
円
を
当
日
現
金
徴

収
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
印

鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
日
の
出
洲

本
支
店
（
1
２
２
・
１
１
２
２
）

へ
。
�

放課後児童クラブへ行こう！�放課後児童クラブへ行こう！�

大野陽だまり館�

放課後児童クラブは、保護者が就労などで昼間家庭
にいない児童（小学１年から３年生）を対象として、
授業の終了後に次の施設を利用して、高齢者とのふれ
あいを通じて、児童に健全な遊びを提供し地域におけ
る子育て支援を行っています。�
児童センター　（山手一丁目２番２６号）�
◆開設日　　毎週月曜日から金曜日の、下校時～午後
５時３０分まで　　土曜日の午後１時～午後５時３
０分まで�
◆定　員　２０人（申込多数の場合は抽選となります）�
大野陽だまり館　（新村８０番地）�
◆開設日　　毎週火曜日から金曜日の、下校時～午後
５時３０分まで　　土曜日の午後１時～午後５時３
０分まで�
◆定　員　１５人（申込多数の場合は抽選となります）�
◆利用期間　いずれの施設も平成１５年４月から１６
年３月の１年間�
◆申　込　３月１０日～１５日までに、「ふれあいク
ラブ加入申込書」を記入の上、洲本市健康福祉館内
福祉課か児童センターへ。�
　詳しくは、洲本市健康福祉館内福祉課（1２２・３
３３２）か児童センター（1２６・００２２）へ。�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▼
�

３つの習慣�
　寝たばこは、絶対やめる。�
　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
用する。�

　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す。�

４つの対策�
　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
する。�

　寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を
使用する。�

　火災を小さいうちに消火するために、住宅用消火
器などを設置する。�

　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。�

洲本消防署・洲本市消防団�

平成１５年春季全国火災予防運動�
３月１日G～７日F

住宅火災から　いのちを守る　７つのポイント�

△
�

△
�

△
�

△
�

△
�

△
�

△
�

◆年度末は自動車の検査・登録申請窓口が大変混雑します。自動車の検査・登録手続きは、３月中旬までにお済ませください。�
神戸運輸監理部�



１４�

献
血
日
程�

日本最初の�
健康体操�

●洲本教室…中央公民館（第２・第４木曜日 朝１０時）�
●安乎教室…安乎公民館（月１回 夜７時３０分）�

０７９９－２４－３３８７（山本千代子）�
０７９９－８６－０８９３（本多佐和子）�
－お問い合せ－�

じ きょう じゅつ�生徒募集�

112

ひ
じ
き
の
い
た
め
煮�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

●
加
入
で
き
る
機
種
…
…
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
、

　
乾
燥
機
、
バ
イ
ン
ダ
ー
な
ど�

●
対
象
と
な
る
事
故
…
…
農
作
業
中
の
接
触
、
追
突
、
転
落
事
故
な

　
ど
幅
広
く
補
償
（
地
震
な
ど
は
除
き
ま
す
。
）�

●
掛
金
に
つ
い
て
…
…
一
年
契
約
で
共
済
金
額
百
万
円
で
掛
金
は�

　
四
千
円
で
す
（
新
品
調
達
価
額
ま
で
加
入
出
来
ま
す
。
）�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
産
業
振
興
部
農
政
課
農
業
共
済
係
（
　
２
２

・
３
３
２
１
内
線
２
４
０
、
２
４
１
）
へ
。�

農
機
具
共
済
に
も
ご
加
入
く
だ
さ
い

農
機
具
共
済
に
も
ご
加
入
く
だ
さ
い�

農
機
具
共
済
に
も
ご
加
入
く
だ
さ
い�

建
物
共
済
に
加
入
を

建
物
共
済
に
加
入
を�

建
物
共
済
に
加
入
を�

　
市
で
は
、
建
物
の
不
慮
の
火
災
事
故
な
ど
を
補
償
す
る
「
建
物
火
災

共
済
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
三
月

七
日
（金）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

●
加
入
で
き
る
共
済
金
額  
一
棟
当
た
り
十
万
円
か
ら
五
千
万
円
ま
で�

●
契
約
期
間
　
一
年�

  

（
平
成
十
五
年
三
月
二
十
日
〜
平
成
十
六
年
三
月
二
十
日
）�

●
対
象
事
故
　
▽
火
災 

▽
落
雷 

▽
破
裂
・
爆
発 

▽
物
体
の
落
下
な
ど�

�
　地震、風水害、雪害がプラスされた「総合共
済」の制度もあります。�
　住宅については現在の建築価格まで加入する
ことができます。�
　建物とあわせて、家具類も加入することがで
きます。�

▼
�

▼
�

▼
�

ＮＯＳＡＩの建物短期共済�
�

加入共済金額１，０００万円当たりの掛金額（１年間）�

建物用途�

木　造�木　造�防火造�
鉄骨造�
土蔵造�鉄筋コンクリート造�

建物・�
家具類�

建物・�
家具類�

建物・�
家具類�建　物�

�
家具類�

構造・目的�

住宅、納屋、�
土蔵農作業場�

併 用 住 宅 、 �
販売店舗事務所�

飲 食 店 、 �
製 麺 所 な ど �

製 材 場 、 �
加 工 場 な ど �

7,500   6,800  4,700  2,500  3,400�
� 円� 円� 円� 円� 円�

13,400  12,200     6,500   2,500  3,500�
� 円� 円� 円� 円� 円�

32,400   31,200　14,500　4,500　5,500
円� 円� 円� 円� 円�

◆
二
月
十
九
日
（水）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

 
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

◆
三
月
十
九
日
（水）
�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半
�

 
三
洋
電
気
（株）
ソ
フ
ト
エ
ナ
ジ

ー
カ
ン
パ
ニ
ー
�

◆
三
月
二
十
五
日
（火）
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

 
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
洲

本
保
健
所
）
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ

ー（
　
２
２
・
３
３
３
７
）へ
。
�

�

　
昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
二
年

生
ま
れ
の
人
は
、
ほ
か
の
年
齢

層
に
比
べ
て
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

抗
体
保
有
率
が
低
い
こ
と
が
国

の
調
査
で
分
か
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
年
齢
層
の
人
は
、
ポ
リ

オ
ウ
ィ
ル
ス
常
在
国
に
渡
航
さ

れ
る
時
や
子
供
が
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
る
時
に
、

再
度
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
今
年

の
子
供
へ
の
予
防
接
種
は
、
五

月
九
日
、
十
四
日
、
二
十
日
（
健

康
福
祉
館
）、五
月
十
三
日
（
由

良
公
民
館
）
に
行
い
ま
す
。
接

種
を
希
望
す
る
人
は
、
三
月
二

十
日
ま
で
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
こ
ん
で
く
だ
さ

い
。
接
種
料
四
千
円
が
必
要
で

す
。�

　
ま
た
、
次
の
病
院
で
も
接
種

で
き
ま
す
。�

▽
兵
庫
医
科
大
学
病
院
（
西
宮

市
武
庫
川
町  

　
０
７
９
８
・

４
５
・
６
１
１
１
）  

▽
神
戸

市
中
央
保
健
所
（
海
外
渡
航
者

の
み  
神
戸
市
中
央
区
雲
井
通  

　
０
７
８
・
２
３
２
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昭
和
50
年
〜
52
年
生
ま
れ
の
人
は
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
を�

◆材料（２人分）�
ひじき　　　　　　１０�
里芋　　　　　　　３０�
ささみ　　　　　　３０�
枝豆　　　　　　　１５�
（皮付きで３０　）�
油　　　　　　　小さじ１�
だし汁　　　　　　５０cc�
さとう　　　　大さじ１/２�
しょうゆ　　　大さじ１/２�
�
　　　     １人分�
　 エネルギー　６７�
　 カルシウム　８６�
　 鉄分　　　　３.３�
　�
　 栄養士　小丸　恭子�
�

　
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
な
ど
の

ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
な
ひ
じ
き
を

使
っ
て
…
。�

◆ 

作
り
方
�

　
ひ
じ
き
は
さ
っ
と
洗
い
水
に

つ
け
て
も
ど
す
。�

　
里
芋
、
さ
さ
み
は
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
切
る
。
�

　
鍋
に
油
を
熱
し
、
水
気
を
切

　
っ
た
ひ
じ
き
、
里
芋
、
さ
さ

　
み
を
入
れ
て
炒
め
、
だ
し
を

　
加
え
て
煮
る
。�

　
煮
立
っ
た
ら
調
味
料
を
加
え

　
煮
る
。�

　
塩
ゆ
で
し
た
枝
豆
を
和
え
る
。�

◆と　き　３月９日（日）、午前１０時～午後３時３０分　◆ところ　洲本市民会館ふれあいホール　�
◆内　容　聴力検査、映画「ハッピー」上映�

キロ�
カロリー�

ミリ�
グラム�

ミリ�
グラム�

へ�



１５�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市 民 セ ン タ ー で �

2月20日（木）�

2月28日（金）�

3月   6日（木）�

3月13日（木）�

3月20日（木）�

3月28日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

�

Ｈ１４年４月生�

�

�

�

�

�

Ｈ１１年１２月生�

�

�

�

Ｈ１３年７月生�

�

�

�

Ｈ１３年８月生�

Ｈ１４年１０月生�

�

�

�

Ｈ１４年１１月生�

�

成人健康相談  ３月 ３日（月）、�
　午後１時３０分～３時�

ママメイト（対象・妊婦）�
　いのちって何だ  毎月第１～第４月曜�
　日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気 ２月２５日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい ４月１５日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き  ３月１１日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん ４月１日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ  ３月５日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室  �
　はじめての離乳食（対象・４か月～６
　か月児）３月５日（水）、午後１時～３時�
　マイステップ（対象・７か月～１歳児）�
　３月１２日（水）、午前１０時～１１時�
　３０分�
　７か月児相談  ２月２６日（水）、�
　受付・午前９時４５分～１０時、対象�
　者（Ｈ１４．７月生まれ）には案内、�
　問診票などを送付します。�
　２歳児健康相談  ２月２７日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対象�
　者（Ｈ１３．２月生まれ）には案内、
　問診表などを送付します。�
　乳幼児相談  ３月１４日（金）、�
　午前９時３０分～１１時�
歯科保健相談  毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談  毎月第１～第４月曜日、�
　午後１時～３時  （栄養相談は第２・
　４月曜日）�
�

　曜日、午前１０時から正午（予約が必要)�
栄養専門相談  毎月１・３月曜日午後１
時～５時（予約が必要）�
胃がん検診    ３月 ５日（水）、午前９時
～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック  火、水、木曜日で保
健所が指定する日、午前９時～（料
金１５，２８０円、申込・洲本健康福
祉事務所へ）洲本市民で国民健康保
険に加入し３０歳以上の人に８，００
０円、社会保険などの加入者で４０
歳以上の人に５，０００円の助成があ
ります。（ただし１年度１回限り）�

成人健康相談  毎月第１～４金曜日、
受付・午後１時～１時３０分（成人
病相談など・予約が必要）�

心の相談  毎月第２火曜日、奇数月第
３火曜日、予約制・午後１時３０分～
（精神病、痴呆、アルコールその他
心の相談など。）�

栄養表示基準制度相談  毎月第１、３月�
�

　２月、３月の乳幼児健康診査を次の�
とおり行います。対象者には問診票�
などを送付しますので、母子手帳を�
持参し受診してください。�

今
年
は
と
に
か
く
寒
い
冬
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も

何
度
か
、
鮎
屋
の
滝
に
は
足
を

運
び
ま
し
た
が
、
表
紙
の
よ
う

な
見
事
な
ツ
ラ
ラ
は
初
め
て
で

す
。
そ
れ
で
も
地
元
の
人
に
話

を
聞
く
と
、
三
十
〜
四
十
年
前

は
、
も
っ
と
大
き
な
ツ
ラ
ラ
が

見
ら
れ
た
そ
う
で
す
◆
洲
浜
中

の
生
徒
が
作
成
し
た
環
境
ス
テ

ッ
カ
ー
も
、
地
球
温
暖
化
防
止

を
呼
び
か
け
る
も
の
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
（
六
ジペ
ー

参
照
）
。

そ
う
い
え
ば
私
の
小
さ
い
こ
ろ

は
、
も
っ
と
雪
遊
び
や
氷
で
の

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
私
の
わ

ず
か
な
人
生
の
中
で
も
、
確
実

に
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
◆
昨
年
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
か
ら
依
頼
が
あ

り
、
「
広
報
す
も
と
」
を
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
送
付
し
て
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
六
年
生
社
会
科
の
番
組

制
作
に
使
う
た
め
で
、
内
容
は
、

行
政
機
関
と
住
民
を
結
ぶ
大
切

な
パ
イ
プ
役
で
あ
る
広
報
紙
の

役
割
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
◆

そ
の
番
組
が
今
年
に
入
り
、
六

回
ほ
ど
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
で
、

わ
が
広
報
紙
が
ど
の
よ
う
に
登

場
し
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
番

組
の
最
後
に
全
国
の
広
報
紙
五

十
紙
ほ
ど
に
混
ざ
っ
て
、
わ
ず

か
に
タ
イ
ト
ル
が
読
み
取
れ
る

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
数
秒
、
映

り
ま
し
た
。
◆
ま
ぁ
〜
そ
ん
な

訳
で
す
が
、
教
育
番
組
に
も
出

演
し
た
「
広
報
す
も
と
」
、
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

（
Ｔ
）�

（　２２・３３３７）�

《お願い》�
　図書館内で携帯電話を使っている方�
を時折見かけますが、ご承知の通り館�
内では携帯電話の使用は禁止となって�
おります。こちらで気が付いた際には、�
使用をご遠慮いただくよう注意を促し�
ておりますので、どうかご協力ください。�
　みんなで利用する図書館です。マナー�
を守って快適な空間になるよう、お互�
いに心がけましょう。�

�
《行事のお知らせ》�

「いっしょにおはなしかい」�
（０～３歳児対象）�

３月５日（水）午前１１時から�
「おはなし会」　　（３～６歳児対象）�

３月８日（土）午後２時から�
「もっとおはなし会」　（小学生対象）�

３月８日（土）午後２時３０分から�
「おりがみ教室」�

３月１日（土）午後２時から�
「つくってあそぼう！」�
３月１６日（日）午後１時３０分から�
※「おりがみ教室」「つくってあそぼう！」�

は定員４０名。参加申込みは前日まで。�

市民講座受講生募集�
入門講座　３月～４月（全４回）�
初級講座　５月～７月（全７回）�
受講料　入４，０００円初７，０００円�
（材料費は別途必要です）�
１講座２時間程度�
篆刻講座　定員１０人　�
第１・３水曜日午後２時３０分～�
陶芸講座　定員１０人　�
第１・３木曜日午後１時３０分～�
彫金講座　定員１０人　�
第２・４木曜日午後１時３０分～�
ギャラリー�
淡路聾学校　幼児・児童作品展�
３月１日（土）～３月３日（月）�
書道展�
３月１５日（土）～３月１６日（日）�
井下雅裕　主宰�

（　２２・３３３７）�

（　２２・３３２２）�

（　２２・０７１２）�

由 良 公 民 館 で �
（　２７・２１６７）�

洲本健康福祉事務所で�
（　２２・３５４１）�

（　２２・３３３７）�

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

　康福祉館（　２２・３３３２）で。�
青少年相談  毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（　�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談  毎週金曜日午前１０時
３０分～午後５時、福祉事務所で。�
高齢者相談  月～金曜日、午前９時～
午後５時３０分、淡路県民局（�
　０１２０・３６・７８３０で。）�

法律相談　弁護士による相談。３月５
　日（水）、３月１９日（水）、（受付・市
　役所市民相談係で電話による予約受
　付けをしています  　２２・３３２１
　内線３４５・３ ４６）総合福祉会館で。�
行政相談 ３月１２日（水）、午後１時１
　５分～（受付・午後１時３０分まで）
　総合福祉会館で。�
社会保険相談  毎月第３金曜日、午前
１０時～午後３時、市民会館で�
心配ごと相談  毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜、祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています。（　２６・００２２）�
人権相談　毎週水曜日午前９時～午後
４時、神戸地方法務局洲本支局人権
相談室（　２２・０４９７）で。�

家庭児童相談  ０～１８歳までの子供�
　の相談。毎週月・火・木、午前８時�
　３０分～午後５時１５分、洲本市健�
　康福祉館（　２２・３３３２）で。�

�

�



１６�

平成１５年３月３日B～３月３１日B

◆申請受付期間（対象者はこの期間内に必ず申請してください）�

３月３日（月）から３月３１日（月）まで�
�
◆申請場所�

市役所企画部情報課（２階）、または由良支所�
郵送での申請を希望される人には申請用紙を郵送します
ので、ご連絡下さい。また、申請時には印鑑や身体障害者
手帳などを持参して下さい。申請の結果は、「決定・却下
通知書」でお知らせします。�
�
◆その他の注意事項�
減免申請は、毎年１回提出することが必要ですから、昨

年申請された人でも申請して下さい。�

申請は原則として毎年３月です。３月に申請できなかっ

た場合は、申請の翌月からの減免になります。�

今年３月１日現在、満７０歳になる（昭和８年３月１日

以前生まれ）一人暮らしで１４年度の市民税が非課税の

人は、新たに全額免除の対象者になりますので必ず申請

して下さい。�

この減免制度は、１年払いや６か月払いの割引制度との
併用はできませんので、減免の適用を受ける世帯は自動
的に３か月払いとなります。�
ホームターミナルや有料番組の使用料金は減免の対象と
なりません。�
申請に必要な各種手帳の交付を受けておられる方は、申
請書の手帳被交付者氏名欄に必ずご記入下さい。�

この度、平成１５年４月から１６年３月分のＣＡＴＶ使用料金についての減免申請を受け付けま
すので、減免対象となる世帯の人は必ず申請して下さい（現在の減免対象世帯の皆さんには、２
月下旬に減免手続きに関する案内を郵送します）。�

対　　　象　　　者�

1生活保護世帯�
2市民税が非課税（世帯全員）で障害程度等級１級、２級の
身体障害者を有する世帯�

3市民税が非課税（世帯全員）で重度（Ａ判定）の知的障害
者又は、重度（１級）の精神障害者を有する世帯�
�
4災害により半壊、半焼、床上浸水以上の被害を受けた世帯�
（ただし、災害認定時から３か月間のみ）�
5満７０歳以上（昭和８年（1933年）３月１日以前に生まれ
た人）のひとり暮らしで市民税が非課税の世帯（実態）�

申請の時に必要なもの（証明書はコピー可）�

印鑑のみ�
印鑑�
身体障害者手帳（障害の程度を示すもの）�
印鑑�
療育手帳又は精神障害者福祉手帳（判定の程度
を示すもの）�
印鑑�
市が発行するり災証明書�
�
印鑑のみ�

▽
▽
　
▽
▽
▽
▽
▽
�

▽
�

対　　　象　　　者�

1障害程度等級１級から６級までの視覚、聴覚障害者が世帯
主の世帯�
�
2障害程度等級１級、２級の身体障害者が世帯主の世帯�

3重度（Ａ判定）の知的障害者又は重度（１級）の精神障害
者が世帯主の世帯�
�
4障害の程度が特別項症から第４款症までの戦傷病者が世帯
主の世帯�
�

申請の時に必要なもの（証明書はコピー可）�

印鑑�
身体障害者手帳（障害の程度を示すもの）�
印鑑�
身体障害者手帳（障害の程度を示すもの）�
印鑑�
療育手帳又は精神障害者福祉手帳（判定の程度
を示すもの）�
印鑑�
戦傷病者手帳（障害の程度を示すもの）�
�

▽
▽
　
▽
▽
▽
▽
▽
▽
�

（年齢などの基準は平成１５年３月１日現在の加入者の状況で判断します）�

（年齢などの基準は平成１５年３月１日現在の加入者の状況で判断します）�
詳しくは市役所企画部情報課情報化推進係（1２２・３３２１内線２３３、２３４）へ。�▼
�

使用料金が半額減免となる世帯�

使用料金が全額減免となる世帯�

使用料金が半額減免となる世帯�

使用料金が全額減免となる世帯�

使用料金が半額減免となる世帯�

使用料金が全額減免となる世帯�

CATV(ケーブルテレビ)の�
"使用料金減免申請"

を受け付けします。�

CATV(ケーブルテレビ)の�
"使用料金減免申請"

を受け付けします。�


